
　

1965年の第20回赤十字国際会議で
決議された7つの基本原則
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一
、
す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
せ
を
願
い

陰
の
力
と
な
っ
て
、
人
び
と
に
奉
仕
す
る

一
、
常
に
工
夫
し
て
人
び
と
の
た
め
に
、

よ
り
よ
い
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

一
、
身
近
な
奉
仕
を
広
げ
、
す
べ
て
の

人
び
と
と
手
を
つ
な
い
で
、
世
界
平
和
に
つ
く
す

赤
十
字
奉
仕
団
の
信
条

総
会
開
催
報
告

大
川
分
団
長
挨
拶

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
五
年
が
過

ぎ
、
私
達
の
記
憶
も
薄
れ
が
ち
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
熊
本
県
を
中
心
と
し

た
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
各
地

で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
救
援
、

救
護
に
向
か
う
消
防
、
警
察
、
地
元

の
自
治
会
、
そ
し
て
近
隣
の
人
達
の

活
動
が
毎
日
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
中
で
日
本
赤
十
字
社
が
被
災

者
の
災
害
救
護
等
に
全
力
で
活
動
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
赤
十
字
奉
仕
団

と
し
て
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

「
赤
十
字
基
本
原
則
」
「
赤
十
字

奉
仕
団
の
信
条
」
の
下
、
万
が
一
事

が
起
き
た
時
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
を

生
か
し
て
各
部
会
で
協
力
を
し
、
南

中
野
分
団
の
底
力
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
の
総
会
は
、
五

月
二
十
六
日
午
後
七
時
か
ら
南
中
野

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
に
お
い
て
八
十
八
名
の
参
加
を
得

て
開
催
。
議
事
に
先
立
ち
、
赤
十
字

奉
仕
団
員
の
信
条
を
唱
和
し
、
大
川

分
団
長
の
挨
拶
に
続
き
、
南
部
す
こ

や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
相
澤
所
長
か

ら
祝
辞
を
受
け
た
。
総
会
議
案
書
を

も
と
に
議
案
審
査
を
進
め
、
「
平
成

二
十
七
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
・

監
査
報
告
」
と
「
平
成
二
十
八
年
度

活
動
計
画
案
及
び
予
算
案
」
を
全
会

一
致
で
承
認
し
た
。
総
会
終
了
後
、

部
会
員
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た
各
部

会
を
開
催
し
た
。

各
部
会
申
合
事
項

❐
災
害
救
護
部
会

総
会
に
お
け
る
「
本
年
度
計
画
案
」

の
承
認
を
踏
ま
え
、
昨
年
と
同
様
に

地
区
ま
つ
り
に
お
い
て
日
赤
広
報
を

兼
ね
た
炊
き
出
し
・
配
食
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
、
「
中
野
救
護
フ
ェ
ス

タ
」
に
積
極
的
に
参
加
を
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

❐
献
血
部
会

❐
福
祉
部
会

❐
青
少
年
部
会

献
血
活
動
の
復
活
は
難
し
い
と
の

結
論
で
、
地
区
ま
つ
り
で
の
献
血
協

力
広
報
が
主
と
な
る
が
、
部
員
全
体

の
活
動
と
し
て
他
地
区
の
催
し
へ
の

参
加
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
の
申
し
合
わ
せ
を
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
に
割
り
当

てら
れ
て
い
る
恒
例
の
「
友
愛
ホ
ー
ム

奉
仕
活
動
」
の
人
選
に
つ
い
て
協

議し
、
十
二
名
を
確
定
し
た
。
た
だ
し

六
月
二
十
九
日
と
七
月
八
日
開
催

の
救
護
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
（
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
と
三
角
巾
）
の
人
選
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
そ
の
あ
と
次
回
の
部

会
日
程
を
調
整
し
、
六
月
二
十
一
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

平成２８年度 総会の様子

長谷川部会長佐々木部会長

高橋部会長

青
木
部
会
長

中野救護フェスタの

講習の様子
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三角巾講習
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　　　　　　ご協力ありがとうございました

 種 別
  /期 間
募金額

緑の募金
4/1～4/30

71,400 1,982,525 52,500 1,880,200

7/1～8/31 10/1～10/31

青い羽根 赤い羽根

ふれあい運動会参加

分団だより編集会議
救護リーダー講習会（ﾛｰﾌﾟ）
救護リーダー講習会（三角巾）

支部部会

支部部会

部会
友愛ホーム奉仕活動

支部部会

　◆青少年部会

支部部会
部会・活動計画協議

支部部会

支部部会

中野救護フェスタ参加
救急法講習会

　◆分団
役員会
支部広報部会

総会

5/1～5/31

社資募集

地区まつり参加（栄町公園）

部会/切手整理

部会/切手整理
部会/切手整理

　　≪編集後記≫

南中野地区募金委員会からのお知らせ

—　（平成２７年度）南中野地区募金額（円）一覧　—

分団だより20号発行

部会・活動計画協議
支部部会

日帰り研修参加
全体研修

　◆災害救護部会
支部部会

救護フェスタ参加

部会

　◆福祉部会

支部部会
部会・活動計画協議

部会

　◆献血部会

支部部会
部会・活動計画協議

献血㏚用　ティッシュ配り

切手整理

レクロス

広尾
施設見学

日赤東京支部
車椅子講習

献血ﾙｰﾑ

「ｆｅｅｌ」
施設見学

平成28年度南中野分団

～活動計画～
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平
成

年
度

南
中
野
分
団

～
活
動
報
告
～

✧
福
祉
部
会

❐
福
祉
部
会
長

長
谷
川

恭
子

✧
献
血
部
会

✧
青
少
年
部
会

❐
献
血
部
会
長

高
橋

芙
佐
子

❐
青
少
年
部
会
長

佐
々
木
由
紀
子

青
少
年
部
会
は
五
回
開
催
し
、
計

六
十
五
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
中
野

支
部
減
災
セ
ミ
ナ
ー
に
三

名
が
参
加
し
た
。

会
員
の
交
流
を
目
的
と

し
た
部
会
研
修
を
、
三
月

十
六
日
に
都
心
を
離
れ
た

田
園
風
景
の
「
府
中
郷
土

の
森
博
物
館
・
資
料
館
」

で
実
施
し
、
十
三
名
が
参

加
し
た
。

さ
ら
に
、
例
年
通
り
三

角
巾
講
習
、
使
用
済
切
手

の
整
理
を
行
い
、
「
日
本

キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協

二
月
に
四
週
に
渡
り
江
古
田
友
愛

ホ
ー
ム
に
お
け
る
洗
濯
物
た
た
み
の

奉
仕
活
動
に
十
一
名
が
参
加
し
、
中

野
支
部
減
災
セ
ミ
ナ
ー
に
二
名
が
参

加
し
た
。

三
月
十
日
に
は
部
会
研
修
と
し
て
、

日
赤
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
レ
ク
ロ

ス
広
尾
」
の
施
設
見
学
を
実
施
し
、

都
市
部
に
お
け
る
高
齢
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
同
日

東
京
支
部
の
車
椅
子
講
習
に
十
三
名

が
参
加
し
た
。

✧
災
害
救
護
部
会

❐
災
害
救
護
部
会
長

青
木

敏
矗

✧
分

団

四
月
十
五
日
の
役
員
会
に
お
け
る

総
会
運
営
に
か
か
る
提
出
議
案
の
審

査
を
経
て
、
五
月
二
十
七
日
七
十
四

名
の
出
席
者
を
も
っ
て
総
会
を
開
催
。

柿
沼
分
団
長
の
勇
退
に
伴
い
、
新

分
団
長
に
大
川
輝
男
氏
を
選
任
し
た

後
、
役
員
会
の
協
議
を
踏
ま
え
た
審

査
の
結
果
「
平
成
二
十
六
年
度
活
動

報
告
及
び
決
算
・
監
査
報
告
」
「
平

成
二
十
七
年
度
活
動
計
画
案
及
び
予

算
案
」
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

こ
の
承
認
を
踏
ま
え
、
分
団
だ
よ

り
第
十
九
号
を
七
月
に
発
行
し
た
。

ま
た
、
南
中
野
地
区
ま
つ
り
に
参
加

し
、
豚
汁
の
炊
き
出
し
・
配
食
と
献

血
協
力
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
「
第
十
回
中
野
救
護

フ
ェ
ス
タ
」
の
参
加
に
向
け
た
三
角

巾
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会
を
開
催

し
た
。

な
お
、
本
年
度
は
献
血
部
会
、
福

祉
部
会
、
青
少
年
部
会
が
部
会
研
修

を
実
施
し
た
。

赤十字奉仕団とは、どんな活動をし

ているのですか？の問にお答えします。

南中野13の町会が班となり、班長、

副班長を置き、希望者はどなたでも入

会できます。

災害救護・献血・福祉・青少年の四

部会に分かれ、それぞれ計画に従って

活動しています。中野区内の奉仕団が

集って行う「中野救護フェスタ」の実

施や合同部会の開催等研鑽に努めてい

ます。

南中野分団の日赤活動にご理解をい

ただき、毎年実施の社資募集にもご協

力賜りますよう併せてお願い申し上げ

げます。

【操】

地
区
ま
つ
り
で
は
、
日
赤
の
広
報

活
動
と
本
部
設
置
訓
練
を
兼
ね
た
炊

き
出
し
訓
練
を
実
施
し
豚
汁
三
百
食

を
配
食
し
た
。

ま
た
、
「
第
十
回
中
野
救
護
フ
ェ

ス
タ
」
に
参
加
し
、
本
事
業
の
意
義

を
広
め
る
こ
と
に
努
め
た
。

❐
分

団

長

大
川

輝
男
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地区まつり（栄町公園）

炊き出し訓練

豚汁配食

献
血
活
動
の
休
止
に
よ
り
、
南
中

野
地
区
ま
つ
り
で
献
血
広
報
活
動
と

し
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
呼
び

か
け
を
行
っ
た
。
ま
た
部
会
研
修
と

し
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

ソ
ラ
マ
チ
十
階
最
新
設
備
の
献
血
ル

ー
ム
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
（
フ
ィ
ー
ル
）
の
施

設
見
学
を
し
た
。
中
野
支
部
部
会
セ

ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
た
。

三角巾講習

力
会
」
に
送
付
し
た
。
こ
れ

は
東
南
ア
ジ
ア
の
子
供
達
の

医
療
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る

医
師
や
看
護
師
の
医
療
活
動

を
支
え
る
資
金
と
な
り
、
今

後
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
に
し
た
。


